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日
本
共
産
党

長　
田　
雅　
基

東
後
楽
会
館
の
存
続
は
？

13

日
本
共
産
党

今　
野　
英　
子

子
育
て
ア
プ
リ
の
導
入
を

14

域
施
策
編
）
の
新
計
画
を
平

成
29
年
度
中
に
策
定
予
定
で

あ
る
。
今
後
の
地
中
熱
利
用

の
普
及
促
進
に
つ
い
て
は
、

新
計
画
の
策
定
に
当
た
り
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利

用
拡
大
に
係
る
施
策
の
一
つ

と
し
て
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

質問
交
通
安
全
対
策
の
対
応

質問
地
中
熱
利
用

質問
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル

防
法
な
ど
現
行
法
の
基
準
を

満
た
し
、
公
開
施
設
と
す
る

に
は
、
当
時
の
姿
で
の
復
元

が
困
難
で
あ
る
こ
と
、
見
学

し
て
も
ら
う
た
め
に
バ
リ
ア

フ
リ
ー
等
へ
の
配
慮
が
必
要

に
な
る
こ
と
、
櫓
台
に
は
、

街
中
に
残
さ
れ
た
数
少
な
い
、

貴
重
な
林
地
、
大
木
が
あ
る

が
復
元
に
当
た
り
伐
採
が
必

要
で
あ
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

質問
高
齢
者
が
安
心
の
施
策
を

質問
初
雁
公
園
と
富
士
見
櫓

検
討
し
た
い
意
向
で
あ
る
旨

を
回
答
し
て
い
る
。

　

経
費
に
つ
い
て
も
独
自
導

入
に
比
べ
安
価
に
な
る
こ
と

が
期
待
で
き
る
こ
と
か
ら
、

導
入
に
向
け
て
検
討
し
た
い

と
考
え
る
。
具
体
的
な
内
容

等
は
、
今
後
検
討
し
て
い
く

と
の
こ
と
な
の
で
、
そ
の
動

向
を
注
視
し
、
必
要
に
応
じ

て
提
案
し
て
い
き
た
い
。

質問
安
心
子
育
て
施
策
を

質問
公
民
館
等
の
備
品

等
を
行
っ
た
場
合
、
重
大
事

故
を
起
こ
し
た
場
合
、
談
合

等
を
し
た
場
合
な
ど
に
加
え
、

法
令
違
反
で
代
表
役
員
等
が

逮
捕
又
は
公
訴
さ
れ
る
等
の

不
正
又
は
不
誠
実
な
行
為
を

行
っ
た
場
合
、
指
名
停
止
を

行
う
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
事
実
が
確
認
さ
れ

な
い
場
合
、
指
名
停
止
を
す

る
規
定
は
な
い
。

質問
公
正
な
入
札
契
約
制
度
を

質問
買
物
に
困
る
市
民
の
実
態

問
お
年
寄
り
の
大
切
な
居
場

所
で
あ
る
、
東
後
楽
会
館
の

利
用
者
か
ら
の
「
存
続
し
て

ほ
し
い
」
と
い
う
要
望
に
対

し
て
、
施
設
の
今
後
に
つ
い

て
、
市
長
の
考
え
は
。

答
市
長　
東
後
楽
会
館
の
存

続
に
つ
い
て
は
、
平
成
29
年

度
中
に
廃
止
の
方
向
で
現
在

進
め
て
い
る
が
、
西
後
楽
会

館
の
耐
震
工
事
と
の
兼
ね
合

い
も
あ
り
、
そ
れ
に
つ
い
て

は
現
在
検
討
し
て
い
る
と
こ

問
五
輪
憲
章
で
性
的
指
向
に

よ
る
差
別
禁
止
を
決
議
し
た
。

２
０
２
０
東
京
五
輪
ゴ
ル
フ

競
技
の
開
催
に
向
け
た
、「�

性
の
多
様
性
を
尊
重
す
る
都

市
宣
言
」
へ
の
考
え
を
伺
う
。

答
市
民
部
長　
「
性
の
多
様

性
を
尊
重
す
る
都
市
宣
言
」

に
つ
い
て
は
、
ま
ず
は
関
係

部
署
と
情
報
を
共
有
し
な
が

ら
、
性
の
多
様
性
や
人
権
を

尊
重
し
た
取
り
組
み
を
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

問
地
球
温
暖
化
対
策
に
資
す

る
新
技
術
に
位
置
付
け
ら
れ
、

経
済
の
活
性
化
に
つ
な
が
る

地
中
熱
利
用
の
普
及
促
進
を

市
は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

答
環
境
部
長　
地
中
熱
に
つ

い
て
は
、
安
定
的
に
利
用
で

き
る
有
用
な
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
し
て
着
目
し
、
そ

の
技
術
開
発
や
市
場
動
向
を

注
視
し
て
い
る
。

　

パ
リ
協
定
を
受
け
、
地
球

温
暖
化
対
策
実
行
計
画
（
区 

問
富
士
見
櫓
は
図
面
が
あ
り
、

地
盤
の
強
度
は
十
分
、
櫓
台

と
隣
接
す
る
土
地
は
市
有
地

で
、
初
雁
公
園
整
備
基
金
は

２
億
７
千
万
円
超
あ
る
。
富

士
見
櫓
復
元
の
課
題
は
何
か
。

答
都
市
計
画
部
長　
復
元
の

課
題
は
、
貴
重
な
文
化
財
で

あ
る
櫓
台
の
保
存
を
し
な
が

ら
、
櫓
台
自
体
を
補
強
し
て

上
部
に
櫓
を
復
元
す
る
手
法

を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
、
建
築
基
準
法
や
消

問
子
育
て
情
報
や
保
育
園
の

空
き
状
況
な
ど
リ
ア
ル
タ
イ

ム
で
検
索
で
き
る
ア
プ
リ
は

子
育
て
世
代
に
喜
ば
れ
る
施

策
と
考
え
る
が
、
導
入
す
る

考
え
が
あ
る
の
か
伺
う
。

答
こ
ど
も
未
来
部
長　
埼
玉

県
が
県
内
市
町
村
と
共
同
運

用
を
研
究
し
て
い
る
行
政
ア

プ
リ
の
機
能
に
子
育
て
支
援

ア
プ
リ
が
含
ま
れ
て
い
る
こ

と
な
ど
か
ら
、
同
ア
プ
リ
の

共
同
運
用
調
査
で
は
導
入
を

問
入
札
関
係
以
外
の
法
令
違

反
が
あ
る
業
者
に
つ
い
て
、

現
在
の
制
度
の
中
で
入
札
参

加
の
是
非
を
判
断
す
る
基
準

は
あ
る
の
か
。

答
総
務
部
長　
登
録
業
者
を

入
札
に
参
加
さ
せ
な
い
措
置

と
し
て
は
、
指
名
停
止
が
あ

る
。
指
名
停
止
は
「
川
越
市

建
設
工
事
等
の
契
約
に
係
る

指
名
停
止
等
の
措
置
要
綱
」

に
基
づ
き
判
断
し
て
い
る
。

　

本
要
綱
で
は
、
粗
雑
工
事

日
本
共
産
党

池　
浜　
あ
け
み

初
雁
公
園
整
備
と
富
士
見
櫓

12

日
本
共
産
党

川　
口　
知　
子

性
の
多
様
性
尊
重
の
ま
ち
を

15

公

明

党

近　
藤　
芳　
宏

更
な
る
再
エ
ネ
利
用
拡
大
を
！17

日
本
共
産
党

柿　
田　
有　
一

入
札
業
者
の
適
格
判
断
基
準
は16

る
。

　

そ
の
上
で
、
「
性
の
多
様

性
を
尊
重
す
る
都
市
宣
言
」

に
つ
い
て
も
、
調
査
研
究
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質問
川
越
市
史
編
纂

質問
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
人
権

ろ
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
東
後
楽

会
館
を
廃
止
す
る
と
い
う
方

向
性
に
変
わ
り
は
な
い
。

質問
公
共
施
設
の
今
後
の
整
備


